
当社グループは大気・水質・化学物質に関する法令・条例および社内基準を遵守し、環境負荷の低減に取り組んでいます。排
出・排水は定期的に測定・監視し、異常の早期検知と是正・再発防止を徹底しています。

当社グループは資源循環の推進により、廃棄物の発生抑制と資源の有効活用を進めています。
3R（リデュース・リユース・リサイクル）を基本に、最終処分量の削減と再資源化率の向上に取り組んでいます。今後は、サー

キュラーエコノミーの考え方をさらに取り入れ、外部のリサイクル業者や再資源化ルートの調査・拡充を進めることで、社会全体で
資源を循環させるリサイクル体制の強化に努めていきます。

産業廃棄物発生量の削減、減量化およびリサイクル処理化
に積極的に取り組んでいます。通常操業で発生する廃棄物に
ついては、「埋立処分率0.5%以下」および「リサイクル率の
対前年度比1％以上の向上」を目標に活動を展開しています。

2025年の実績として、廃棄物の埋立処分率は0.1%となり、
目標を達成しました。一方、リサイクル率は前年同期比で2%
低下し、目標に届きませんでした。

「化学物質排出管理促進法」（通称PRTR法）に基づき、各事業所
で適正な届出と管理を行なっています。2023年には追加指定された
対象物質についても、速やかに把握・対応を進めました。その結果、
塩素酸ナトリウム塩の水域への排出が確認され、適切に届出を行いま
した。今後も、従来からの排出物質に加え、新たに追加指定された
物資についても、排出量の把握と削減に努めていきます。

燃焼設備を適切に管理することで、ばい
煙に関する規制値を遵守するとともに、硫黄
酸化物（SOx）、窒素酸化物（NOx）の総
排出量をモニタリングしています。

当社グループではフロン排出抑制法に基づき法
対象機器、設備の適切な維持管理、フロン漏えい
の対策に取り組んでいます。当社グループでは冷
媒管理システム（RaMS）の導入を進めており、
法対象機器の簡易点検、定期点検等の適正管理に
努めています。当社単体の2025年度フロン類算定
漏えい量は368トン-CO2でした。また、当社グルー
プのフロン類算定漏えい量は427トン-CO2でした。
今後も継続してフロン漏えいの対策に取り組んでい
きます。
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フロン類算定漏えい量の推移

排気ガス モニタリング項目の推移（トン）

主な排出物質 2024年 2025年
塩素酸ナトリウム塩 46 68
クロロメタン（塩化メチル） 31 20
アクリル酸メチル 4.7 5.1
クロロエチレン（塩化ビニル） 3.1 5.0
トルエン 1.2 1.7

事業所※ 排出量
名古屋工場 141
横浜工場 31
徳島工場 10
大分工場 174
川崎工場 5
本社 7

合計 368
アロン化成 59

2022年 2023年 2024年 2025年

東亞合成
SOx 40 46 42 36
NOx 71 61 73 62
ばいじん 5 4 7 7

アロン化成
SOx 0 0 0 0
NOx 0 0 0 0
ばいじん 0 0 0 0

国内グループ
SOx 40 46 42 36
NOx 71 61 73 62
ばいじん 5 4 7 7

「アロンアルフア」 プロ用シリーズは、環境負荷軽減を目指し、2023年度より環境に配慮した包装仕様へ
切り替えました。パッケージに紙包材を採用し、従来品と比較してプラスチック使用量を約30％※削減して
います。また、印刷には植物由来原料を使用したバイオマスインキを採用しています。今後も、製品・包
材の設計改善を通じて、資源使用量の削減と環境負荷低減に取り組みます。

製品パッケージを環境を配慮した紙包材へ 　「アロンアルフア」 プロ用シリーズ

※ 削減量は「容器を入れるパッケージのみ」での比較であり、使用するプラスチックのサイズから算出した理論値です。

Topics

ISCC PLUSは、リサイクル由来原料やバイオマス由来原料などのサステナブルな原料が、
製品製造を含むサプライチェーン上で適切に管理されていることを担保する国際認証制度で
す。大分工場で製造するアクリル酸について、サステナブル原料由来のプロピレンを原料とし
て使用することにより、ISCC PLUS認証を取得し、マスバランス方式※によって割り当てた認
証製品の販売や他拠点への移転が可能となりました。

他拠点で製造する各種誘導品についても順次本認証の取得を進め、持続可能な社会の実現に
資する低環境負荷製品の提供を通し、資源循環社会に貢献できる体制構築を進めていきます。

ISCC PLUS認証の取得

※  マスバランス方式とは、複数の原料（例：石油由来とバイオマス由来）を混合して製品を製造する際に、原料として使用し
たバイオマス由来の割合を任意の製品に自由に割り当てるもので、ISCC PLUSで認められた管理手法です。

 産業廃棄物処理フロー

産業
廃棄物
発生量

68,617トン
（100%）

社内リサイクル量
6,161トン（9%）

社外リサイクル量
8,513トン（12%）

社外減量化量
3,313トン（5%）

社外排出量
11,899トン（17%）

最終埋立処分量
73トン（0.1%）

社内減量化量
50,557トン（74%）

Topics

「アロンアルフア 釣名人」 ソフト・低白化は、釣り糸の結び目補強やうき・ルアーの製作・補修やガイド
の補修などにおすすめしている瞬間接着剤です。この接着剤の硬化物は、土壌中、海水及び堆積物中にお
いて生分解性がある（微生物により分解される）ことが確認されています。そのため、自然環境で万が一紛
失した場合でも、環境への負荷を抑えることが期待されます。

「海にやさしい環境に配慮した商品」の製造　「アロンアルフア 釣名人」 ソフト・低白化

汚染防止の取組み 資源循環の取組み

E  環境

  方針・考え方   方針・考え方

  化学物質排出量削減

  操業で発生する廃棄物量

  大気汚染対策 ※  ［NOx/SOx等］推移

  フロン類の排出抑制

少子高齢化が進行する日本においては、子ども用紙おむつの廃棄量の減少分を上回るペースで大人
用紙おむつの廃棄量が増加しており、一般廃棄物に占める使用済み紙おむつの割合は、2020年の約
5％から2030年には約7％に達すると見込まれています。

このような社会的背景を受け、アロン化成は従来困難とされていた使用済み紙おむつのリサイクル
に挑戦し、成功しました。このリサイクル樹脂は、使用済み紙おむつ専用の回収ボックスとして製品化
を実現しています。今後はリサイクル樹脂の活用を広げ、様々な用途への展開を進めていきます。

使用済み紙おむつのリサイクル
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